
地域再生計画の名称：さかたへの移住・定住促進と酒田港を活かした「産業・交流都市さかた」実現計画

単位：円 目標値 実績値 目標値 実績値 目標値 実績値 目標値 実績値 目標値 実績値

【移住交流の推進】
ＵＩＪターンへ結び付ける取り組みとして、総合相談窓口設置
によるワンストップ化、積極的なＰＲ展開や移住者交流会の
開催に対する支援など総合的な施策を展開した。
本市にゆかりのなかった移住者は、平成28年度は18人お
り、これらの人が自らの力だけで住まいや仕事、その他生活
に関する情報を収集し移住に至るのは困難であると思われ
ることから、総合相談窓口の設置は移住者数の増加に対し
効果があったと考えられる。

指標① 移住者数（人） 30 36 40 60 70 81

【移住交流の推進】
移住（検討）者に対する総合的な支援の
必要性は高いことから、事業内容のリ
ニューアルや「お試し住宅」など新しい取り
組みを通じて、更に移住・定住対策を推進
していく。

【ＵＩＪターンの促進】
首都圏でＵＩＪターン希望者を募り、「さかた産業フェア」等を
見学するツアーを実施し、企業関係者や移住経験者との交
流を通じて、酒田での起業・就職に関する動機付けを行っ
た。
直接ＵＩＪターンに結び付いている事例もあるため、事業の効
果は大きい。

指標②
移住総合相談窓口にお
ける相談件数（件）

150 105 160 170 180 213

【ＵＩＪターンの促進】
「さかた産業フェアツアー」により地元企業
への就業機会の拡大を図り、若者の地元
定着を促進する。

【ＵＩＪターンマッチング支援】
ＵＩＪターンコーディネーターを配置し、市ホームページに求
職・求人の情報を掲載し職業紹介を行う「ＵＩＪターン人材バ
ンク」を運営するほか、ＵＩＪターン就職希望者へハローワー
ク求人情報や就職ガイダンス等の情報を提供した。
ＵＩＪターン人材バンク及びＵＩＪターンコーディネーターによ
り、ＵＩＪターン就職の実績が増加しており事業効果は大き
い。

【ＵＩＪターンマッチング支援】
ＵＩＪターン人材バンク及びＵＩＪターンコー
ディネーターによりＵＩＪターン就職を促進
させる。

【郷土愛の醸成】
これからを担う子どもたちが、現代社会を生き抜くうえで確か
な力、身に付けなければならない基本的な知識の習得や会
話、職業観の醸成、コミュニケエーション能力の向上を図ると
ともに、郷土愛の醸成を図った。
地元庄内で働く若者から「仕事の楽しさ」や「人生の面白さ」
を直に聞く機会を提供しており、地域で働くことや郷土に対
する関心を高めることに寄与している。

【郷土愛の醸成】
提供メニューの見直しや実施校の拡大を
図る。

地方創生推進交付金事業実施評価

番号 交付対象事業の名称 事業内容・評価
実績額

本事業における重要業績評価指標（KPI）

指標
実績を踏まえた今後の方針 外部有識者の意見H28 H29 H30 H31 H32 評価

・移住関連事業については各自治
体間での競争となっている。東北地
方は冬が寒いことがマイナス要因と
なっているが、それを乗り越えてでも
移住してもらえるような施策を打つ
べき。酒田市単独では無理なので、
山形県との連携により取り組むべ
き。

・教育により、地域に残ってもらえる
ように仕向けるべき。

・可能な限り高校生が地元に就職で
きるような施策を打つべき。給与、就
業条件等、できるだけ若者が地元に
残るような環境を整える必要があ
る。

・地元にいる者が「地元には何もな
い」と言っている限り、地元を離れた
人たちが戻ろうとは思わない。地元
の良いところを知り、自信と誇りを育
てることが大切。
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さかたへの移住・定住に向けたトータルサ
ポート事業
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単位：円 目標値 実績値 目標値 実績値 目標値 実績値 目標値 実績値 目標値 実績値

番号 交付対象事業の名称 事業内容・評価
実績額

本事業における重要業績評価指標（KPI）

指標
実績を踏まえた今後の方針 外部有識者の意見H28 H29 H30 H31 H32 評価

【農産物の輸出拡大に向けた取組み】
酒田地区農産物輸出推進協議会に負担金を支出し、ロシア
（サンクトペテルブルク、モスクワ）での花きのプロモーション
活動や酒田港から香港への啓翁桜・ストックの船便輸送テ
ストを行った。
ロシアでの花きのプロモーション活動は、現地での評価も高
く、取引の拡大が期待できるものであった。また、耕作放棄
地対策として栽培している啓翁桜が始めて輸出されるなど、
着実に輸出量が伸びている。香港、ロシアへの啓翁桜の輸
出は、国内価格が低下する２～３月に限定することにより、
販売額の向上につながっている。

指標①
酒田港コンテナ貨物取
扱量（TEU）

23,000 23,658 27,000 31,000

【農産物の輸出拡大に向けた取り組み】
継続して海外でのプロモーション活動を実
施し、米や他の農産物についても関係機
関に働きかけを行い、生産の拡大と販売
額向上を図る。

【庄内バイオ研修センターの運営】
地域特産農産物の改良・開発、小・中学生、高校生、農業者
等を対象とした学習会・研修会の開催、バイオ技術の普及
啓発活動、酒田市種苗供給推進協議会と連携した啓翁桜、
いちご、ダリア等の園芸作物の種苗供給を実施した。
人材育成として実施している学習会の受講者数は横ばいと
なっているが、学生を中心にバイオ技術の啓発が図られた。

指標②
農産物輸出量（米果実
等）（ｔ）

64 64 66 68

【庄内バイオ研修センターの運営】
センターの活用方法や関係団体との役割
分担等について整理を行う。

【園芸特産化支援センターの運営】
特定園芸品目の産地形成のため、園芸指導員による巡回
指導を実施したことにより、品質の向上が図られた。
米だけに頼らない経営の安定化が図られ、魅力あふれる農
業の振興に寄与している。

指標③
農産物輸出量（花き・花
木）（本）

3,700 7,490 5,100 6,500

【園芸特産化支援センターの運営】
農業者団体や営農指導組織等と連携を
図りながら園芸振興を図っていく。

【６次産業化等の推進】
６次産業化や農商工連携により商品開発等に取り組む実践
者に対し、新商品開発に必要な機械等の導入や販売促進
活動等の経費に対し支援した。また、食品加工業者や飲食
店等と農業者が農商工観連携に向けた取り組みを進めてい
くためのセミナーを開催した。

指標④ 創業件数（件） 20 31 20 20

【６次産業化等の推進】
消費者への訴求力のある商品情報発信
や販路確保等の課題もあることから、酒
田市６次産業化戦略に基づき、補助金に
よる支援のほか各種情報提供などを行
い、６次産業化の推進を図る。

【産業振興まちづくり支援センター（仮称）の設置検討】
農商工連携機能を付加した新たな組織の立ち上げに向け
て、公認会計士に法人化や法人運営に関するコーディネー
トを委託し、検討を行った。

【産業振興まちづくり支援センター（仮称）
の設置検討】
本市全体の産業・まちづくりの振興を促進
し「産業・交流都市」として発展していくた
めにはどういった要素、人材が必要かをよ
り深く検証し、販路拡大及び商品開発等
の戦略の仕組みを融合させながら、地域
産業の課題解決、より有効なマッチング支
援を提供できる新たな組織を立ち上げる
ため取り組んでいく。

【創業支援】
中心市街地の空き店舗を活用したチャレンジショップを設置
し、新規開業者の育成と賑わい創出を図った。また、レンタ
ルスペースの利用により、事業者等のＰＲや商品の展示、販
路の拡大を図った。利用者の中から３件が新規に開業を果
たし商店街の活性化につながった。
また、産学官が連携して開設したコワーキングスペース「ＵＮ
ＤＥＲＢＡＲ」の運営業務を東北公益文科大学に委託し、その
利活用を通じて、創業・起業を促進するための利用者間の
交流機会を創出した。延べ利用者数は大幅に増加し、会員
による新規創業件数は２件となり、創業・起業に結び付いて
いる。

【創業支援】
チャレンジショップ事業及びレンタルス
ペース事業については、平成28年度で終
了。
コワーキングスペース「ＵＮＤＥＲＢＡＲ」の
登録会員数と年間利用者数の更なる増加
と交流拡大を図るため、開館時間を延長
し利便性を向上させる。

【客船の誘致】
客船船社や旅行代理店に対する客船誘致へ向けたプロ
モーション活動や客船の酒田港寄港時における歓迎・出港
イベント及び岸壁の一般開放等を実施した。
これまでの誘致活動や歓迎対応の成果により、寄港回数が
増加した。

【客船の誘致】
引き続き、日本船籍のクルーズ船誘致を
行うとともに、山形県と連携し、外国クルー
ズ船の誘致に向けた取り組みを行う。ま
た、クルーズ船寄港での歓迎式典等の寄
港対応を行う。

※　評価

・地方創生に非常に効果があった　⇒　すべての目標値を達成したなどの場合

・地方創生に相当程度効果があった　⇒　すべての目標値を達成することはなかったものの、目標値を相当程度（７割以上）達成したなどの場合

・地方創生に効果があった　⇒　目標値を達成することはなかったものの、事業開始前よりも改善したなどの場合

・地方創生に効果がなかった　⇒　実績値が本事業開始前の数値より悪化したなどの場合

・リサイクルポートがあるので、今後
港湾区域で操業が予定されている
バイオマス発電等とも連動しながら
活性化につなげていくべき。

・公益大のコワーキングスペースに
ついては目的をはっきりさせたほう
がよい。インキュベーション機能をど
う持たせていくかが課題。

・新しい産業を起こす取り組みを行
政で支援できれば、新しい芽に繋
がって、県外に進学した子どもたち
も酒田に戻りたいとなるのではない
か。

・農業は、どのように園芸振興して
いくかが重要で、新たな取り組みを
もっと支援すべき。

・６次産業化として個人ができること
は限られる。生産・加工・販売のプロ
が連携して売れる商品をつくること
が必要。

地方創
生に非
常に効
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た
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酒田港を活かした「産業・交流都市さかた」
実現プロジェクト

23,509,374
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